
令和３年度の減災に係る取組結果の報告

資料２－１



国土交通省の取組状況
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洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■流下能力対策

計画：2.65km

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

R2年度
まで

2.00km （累計75%）

R3年度 0.65km （累計100%)

(R4.3.31予定)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：2.61km

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R2年度
まで

0.50km （累計19%）

R3年度 0.00km （累計19%）

(R4.3.31予定)

見直しにより対策不要となった区間を含む

施工前 施工後 施工前 施工後

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R2年度
まで

9.64km （累計82%）

R3年度 1.81km （累計97%)

計画：11.78km (R4.3.31予定)

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所
・堤防高が低い等、当面の目標に対して流下能力が不足している箇所

（上下流バランスを確保しながら実施）

旭川水系 高梁川水系

岡山河川事務所



洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■パイピング対策

計画：2.98km

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R2年度
まで

2.93km （累計98%）

R3年度 0.00km （累計98%）

(R4.3.31予定)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

■浸透対策

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R2年度
まで

2.33km （累計86%)

R3年度 0.15km （累計94%)

計画：2.63km (R4.3.31予定)

＜対策イメージ＞

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊す
る恐れのある箇所

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

岡山河川事務所



危機管理型ハード対策

■天端の保護

計画：2.60km（完）

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

H28年度
まで

2.60km （累計100%）
【対策完了】

(H31.3.31現在)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：1.23km（完）

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

H28年度
まで

1.23km （累計100%）
【対策完了】

(H31.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：0.69km（完） (H31.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の
浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩部の
崩壊の進行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす

吉井川水系 高梁川水系

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度
まで

0.69km （累計100%）
【対策完了】

岡山河川事務所



洪水氾濫を未然に防ぐ対策、危機管理型ハード対策

■まとめ
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吉井川水系 旭川水系 高梁川水系

流下能力対策
2.65km／

2.65km(100%)

0.50km／
2.61km(19%)

11.45km／
11.78km(97%)

パイピング対策
－

（該当なし）
2.93km／

2.98km(98%)

－
（該当なし）

浸透対策
－

（該当なし）
－

（該当なし）
2.48km／

2.63km(94%)

堤防天端の保護
2.60km／

2.60km(100%)

1.23km／
1.23km(100%)

0.69km／
0.69km(100%)

令和３年度末まで実績／全体計画（進捗率％）

岡山河川事務所



流下能力対策（堆積土の掘削や樹木の伐採）

■小田川河道掘削

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所

掘削 H.W.L

 平成３０年７月豪雨により甚大な被害が発生した高梁川水系小田川において、再度災害防止を
図るため、『真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策）』として、小田川の河道掘削を実施。

掘削は完了しました

矢形橋上流 掘削前 掘削中

掘削後

・事業期間：2019年度～2021年度 (完了)
・事業内容：小田川全川において、河道内の土砂を掘削

掘削した土砂は、小田川堤防強化に有効活用
・事業効果:小田川の河道掘削により、洪水時の水位を低下
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浸透対策

■小田川堤防強化

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所

 平成３０年７月豪雨により甚大な被害が発生した高梁川水系小田川において、再度災害防止を
図るため、『真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策）』として、小田川の堤防強化を実施。

・事業期間： 2019年度～2021年度(完了予定)
・事業内容
小田川等の河道掘削で発生する大量の土砂を有効活用し小田川の堤防を強化

・事業効果
（１）堤防断面拡大やドレーン設置により、洪水時に河川水や雨水が堤防に浸透し、堤防が弱体化
することを防ぐ

（２）緊急車両の通行や排水ポンプ車の作業のためのスペース及び緊急時の避難路の確保を目的
として、堤防断面の拡大を実施

服部地区

八高橋
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本川と支川の合流部等の対策

■小田川合流点付替え事業

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所

 高梁川と小田川の合流点を下流側に付替え、小田川の水位を抜本的に低下。
 平成３０年７月豪雨により甚大な被害が発生した高梁川水系小田川において、再度災害防止を
図るため、『真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策）』として「小田川合流点付替え事業」を
実施。

・事業期間： 2018年度～2023年度

・事業内容
現在の柳井原貯水池を活用し、高梁川との合流位
置を約4.6km下流に付替え、小田川と高梁川の水位
を下げることにより、小田川沿川及び倉敷市街地に
おける治水安全度の向上を図る

・事業効果
（１）洪水時に高梁川からの背水影響が減少し、
小田川の洪水時の水位が大幅に低下

（２）小田川を下流で合流させることにより、高梁川
酒津地点の水位も低下
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。令和3年度は、耐候性大型土のうを追加配備。

9

岡山河川事務所



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備
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保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。令和3年度は、耐候性大型土のうを追加配備。

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表 （R３.６現在）

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（吉井川水系） 位置図に戻る
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住所 電話番号 連絡先窓口 郵便番号 住所 電話番号

1
岡山市升田
水防倉庫

1500 2 1 100 10 2
岡山市東区升田

420付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

2 岡山市新水防倉庫 2000 10 2 1 300 20 2 1 2
岡山市東区西大寺新

14付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

3 岡山東区役所 10000 8 2 1 10 10 1 10
岡山市東区西大寺南
一丁目2番4号

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

4 岡山東消防署 1700 80
岡山市東区西大寺南
一丁目2番4号

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

5
岡山市中野
水防倉庫

1000 10 2 1 250 20 2 1 2
岡山市東区西大寺

中野890-1付近

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

6 瀬戸内市役所 4450 11 19
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

7
岡山市上道地域セン
ター

3000 10 2 1 500 15 2 1 2
岡山市東区楢原

466番地

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

8 土師水防倉庫 500 24 600 11
瀬戸内市長船町
土師57-2付近

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

9 美和水防倉庫 700 13 600 6
瀬戸内市長船町
飯井358-3付近

瀬戸内市
危機管理課

701-4292
瀬戸内市邑久町尾張
300-1

0869-22-3904

10 瀬戸町水防倉庫 400 150 38 12
岡山市東区瀬戸町
瀬戸73-10

岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

11 大内水防倉庫 3000 10 200 5 3
岡山市東区瀬戸町
大内1010-4付近

岡山市瀬戸支所
総務課

12 弓削水防倉庫 2000 10 200 5 3
岡山市東区瀬戸町
弓865-4付近

岡山市瀬戸支所
総務課

13 赤磐市熊山支所 100 3400 14 4 赤磐市松木623 086-995-1211
赤磐市熊山支所
市民生活課

709-0792 赤磐市松木623 086-995-1211

14 和気町水防倉庫 1600 50 100 2 489 23 12 和気町原
和気町
危機管理室

709-0495 和気郡和気町尺所555 0869-93-1123

Ａ
瀬戸内市邑久町
福中地先

瀬戸内市邑久町
福中地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

Ｂ
瀬戸内市邑久町
福元地先

700
瀬戸内市邑久町
福元地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

C
瀬戸内市長船町
長船地先

300
瀬戸内市長船町
天王地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

D
瀬戸内市長船町
長船地先

400
瀬戸内市長船町
船山地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

E 赤磐市千躰地先 900 赤磐市千躰地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

F 赤磐市釣井地先 1500 200 赤磐市釣井地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

G 和気町原地先 1700 和気町原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

709-0451 和気郡和気町和気 0869-93-0138

H 和気町田原下地先 0 和気町田原下地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

Ｉ 金剛川水防公園 5000 150 330 和気町尺所地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

ａ 乙子水門 216 岡山市東区乙子地先
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

ｂ 乙子排水機場 52 216 岡山市東区乙子地先
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

c 永江川ポンプ場地点 300 岡山市東区乙子地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

d 西大寺大橋上地点 216
岡山市東区金岡東町
1-16-17

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

e 西大寺出張所 7 153 8 132 3200 1,750 60 23 1 0 400
岡山市東区金岡東町

1-7-8
086-942-2497

岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

f 邑久町福中地点
土砂15

砕石10 216 100
瀬戸内市邑久町
福中地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

g 百枝月地点 216 岡山市東区百枝月地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

h 干田川排水機場 0
瀬戸内市邑久町
福中地先

岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

i 内ヶ原地点 216 岡山市東区内ヶ原地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

j 御休地点 216 岡山市東区吉井地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

k 一日市水防倉庫

ｐｐﾛｰﾌﾟ

300m　7

巻

土嚢用

杭40本 2 岡山市東区吉井地先 ---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

l 長船水防倉庫 390 170 17 5

PPﾛｰﾌﾟ５

㎜

（50m）

10mm

瀬戸内市長船町
長船地先

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

m 長船町長船地点 220
瀬戸内市長船町
長船1133-2

---
岡山河川事務所
西大寺出張所

704-8194
岡山市東区金岡
東町1-7-8

086-942-2497

n 坂根分室
200m巻

10巻
40 4 1

備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

o 赤磐市勢力地点 52 170 赤磐市勢力地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

p 赤磐市奥吉原地点 200 赤磐市奥吉原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

q 吉井川水防倉庫 400 5,200 100
500

ｍ
3 6

和気郡和気町
和気字下821-2

---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

r 吉井川河川公園 0 200 和気町田原地先 ---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

s 和気町田原上地点 27 170
和気郡和気町
田原上地先

---
岡山河川事務所
坂根出張所

705-0016
備前市坂根
字土井502-3

0869-66-7631

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（高梁川水系） 位置図に戻る
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電話
番号

連絡先
窓口

郵便
番号

住所
電話
番号

1 倉敷市児島支所 28400 30 71 100 53 4 倉敷市児島小川町 3681-3 086-473-1111
倉敷市
児島支所総務課

711-8565 倉敷市児島小川町 3681-3 086-473-1111

2 児島消防署 1,400 6,500 20 8 100 23 90 105 12 倉敷市児島小川1-1-17 086-473-1190
倉敷市
児島消防署

711-0911 倉敷市児島小川1-1-17 086-473-1190

3 児島消防署臨港分署 740 5,800 4 4 10 38 7 倉敷市児島塩生2767-14 086-475-0119
倉敷市
児島消防署臨港分署

711-0934 倉敷市児島塩生2961 086-475-0119

4 倉敷市水島支所 9,300 15,590 11 90 76 11 倉敷市水島北幸町 1-1
倉敷市
水島支所総務課

712-8062 倉敷市水島北幸町 1-1 086-446-1111

5 水島消防署 1,200 19,350 8 13 1,000 50 125 91 32 倉敷市水島北幸町4-1 086-444-1190
倉敷市
水島消防署

712-8062 倉敷市水島北幸町4-1 086-444-1190

6 倉敷市玉島支所 6,100 16,800 10 43 17 倉敷市玉島阿賀崎 1-1-1
倉敷市
玉島支所総務課

713-8121 倉敷市玉島阿賀崎 1-1-1 086-522-8111

7 玉島消防署 400 5,100 139 10 8 6 110 91 55 30 倉敷市玉島八島856-1 086-522-3515
倉敷市
玉島消防署

713-8113 倉敷市玉島八島856-1 086-522-3515

8 玉島水防倉庫 2780 320 210 320 3 7 倉敷市玉島乙島6358-1地先
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

9 倉敷市黒石倉庫 69300 50 650 59 10 倉敷市黒石2-2地先
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

10 粒浦倉庫 300 28000 19 450 91 24 倉敷市東粒浦11-1
倉敷市
防災危機管理室

710-8565 倉敷市西中新田６４０ 086-426-3645

11 倉敷市茶屋町支所 400 8000 12 50 10 2 倉敷市茶屋町2087 086-428-0001 倉敷市茶屋町支所 710-1101 倉敷市茶屋町2087 086-428-0001

12 倉敷市船穂支所 527 11820 10 100 22 7 倉敷市船穂町船穂2864
倉敷市
船穂支所

710-0263 倉敷市船穂町船穂2897-2 086-552-5100

13 倉敷消防署 2000 14050 44 35 11 20 21 68 22 倉敷市白楽町162-5 086-422-0119
倉敷市
倉敷消防署

710-0824 倉敷市白楽町162-5 086-422-0119

14 総社市清音出張所 4,000 ロープ(100m) 1 3 総社市清音軽部1135番地

総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

15 倉敷市庄支所 450 5200 2 5 30 5 7 倉敷市上東 756 086-462-1212
倉敷市
庄支所

701-0111 倉敷市上東 756 086-462-1212

16 総社水防倉庫 30 10000
ロープ

(200m) 32 200 15 75 4 総社市中央1－13－111
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

17 総社市総社 10000 48 90 950 60 14 8 総社市真壁1609－1
岡山県
備中県民局

710-8530 倉敷市羽島1083 086-434-7062

18 泰水防倉庫 700 66 2,100 16 4 総社市秦350
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

19 阿曽水防倉庫 800
ロープ

(200m) 5 1 総社市西阿曽1234－5
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

20 昭和水防倉庫 1,300
ロープ

(100m) 1,300 7 4 総社市美袋120－1
総社市
危機管理室

719-1192 総社市中央1-1-1 0866-92-8599

21 野宮水防倉庫 200 4 1 倉敷市真備町川辺字野宮1542番1地先
倉敷市
真備支所

７１０－１３０１ 倉敷市真備町箭田1141-1 0866-698-1111

22 旧庁舎水防倉庫 9400 10 480 31 19 倉敷市真備町箭田1183-3
倉敷市
真備支所

７１０－１３０１ 倉敷市真備町箭田1141-1 0866-698-1111

23 矢掛町矢掛 25000 15 550 13 7 小田郡矢掛町矢掛9－1
岡山県井笠支局維持
管理課

714-8502 笠岡市六番町2－5 0865-69-1634

24 西坂倉庫 5550 34000 1 510 2 倉敷市西坂1919-4地先
倉敷市
耕地水路課

710-8565 倉敷市西中新田640 086-426-3441

A 玉島乙島地点 700 倉敷市玉島乙島地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

B 玉島乙島地点 1,300 196 倉敷市玉島乙島地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

C 船穂町水江地点 7,200 202 倉敷市船穂町水江地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

D 真備町有井地点 1,300 490 倉敷市真備町有井地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ａ 鶴新田地点 倉敷市連島町鶴新田地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｂ 高梁川出張所 248 410 倉敷市西阿知町西原793 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｃ 酒津右岸資材置場 100 1,812 496 100 倉敷市酒津地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

d 軽部ポンプ場 9 2
100m

6巻
300 15 3 総社市清音軽部地先 0866-93-8292

岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｅ 総社市井尻野地点 160 総社市井尻野地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｆ 総社市秦地点 50 総社市秦地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｇ 真備町川辺地点 110 倉敷市真備町川辺地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｈ 二万谷排水機場 200 倉敷市真備町二万地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

ｉ 真備町井ノ口地点 500 倉敷市真備町井ノ口地先 ---
岡山河川事務所
高梁出張所

710-0806 倉敷市西阿知町西原793 086-465-1763

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表（旭川水系） 位置図に戻る
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住所 電話番号 連絡先窓口 郵便番号 住所 電話番号

1 福島水防倉庫 400 2 1 30 5 2 岡山市南区福島４丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

2 岡山南消防署 1,500 岡山市南区南輝2-2-5 086-262-0119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

3 今水防倉庫 10,000 20 10 2 50 70 80 10 岡山市北区今7丁目16番18号 086-243-5940
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

4 岡山北消防署 2,000 10 岡山市北区東古松1-1-34 086-226-1119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

5 清輝橋水防倉庫 300 2 1 20 2 岡山市北区清輝本町地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

6 岡山中消防署 1,600 10 岡山市中区今在家地先 086-275-1119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

7 竹田水防倉庫 500 2 1 20 5 2 岡山市中区竹田地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

8 中島水防倉庫 400 2 1 10 10 2 岡山市中区中島地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

9 番町分署 600 岡山市北区番町2-1-1 086-224-9119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

10 下原水防倉庫 600 2 1 5 2 40 岡山市北区中原地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

11 沖元水防倉庫 200 2 1 0 10 2 岡山市中区桑野地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

12 海吉水防倉庫 400 2 1 20 5 2 岡山市中区海吉地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

13 竜操出張所 2,200 岡山市中区兼基104-1 086-278-5119
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

14 新原尾島水防倉庫 400 2 1 30 5 2 岡山市中区原尾島1丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

15 穝水防倉庫 200 2 1 10 2 岡山市中区さい東町1丁目地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

16 今在家水防倉庫 岡山市中区今在家地先
岡山市
河川港湾課

700-8544 岡山市北区大供1-1-1 086-803-1000

Ａ 福島地先 1,900 40 200 岡山市南区福島1丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｂ 平井地先 500 42 100 岡山市中区平井6丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｃ 竹田地先 1,000 200 岡山市中区竹田地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｄ 下ノ原地先 18,600 岡山市北区中原地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

Ｅ 中原地先 2,150 岡山市北区中原地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ａ 岡山市江並地点 19 200 岡山市中区江並地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｂ 浜野地先 40 岡山市中区浜野地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｃ 岡山市七日市地点 8 岡山市北区七日市東町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｄ 岡山市東中島地点 800 岡山市中区東中島町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｅ 岡山市西中島地点 600 岡山市中区西中島町地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

ｆ 小橋地先 740 282 420 岡山市中区小橋町１丁目地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

g 岡山市今在家地点 300 240 1,220 200 11,500 1,700
100m
8巻

100m
11巻

100 18 3 1,260 113 岡山市中区今在家地先
岡山河川事務所
旭川出張所

703-8244 岡山市中区藤原西町2-3-30 086-272-0125

h 百間川出張所 120 4,600 5 312 岡山市中区沖元地先 086-277-7469
岡山河川事務所
百間川出張所

702-8001 岡山市中区沖元地先 086-277-7469

i 米田格納庫 100 150 岡山市中区米田地先
岡山河川事務所
百間川出張所

702-8001 岡山市中区沖元地先 086-277-7469

番号 保管場所

保管資材 保管場所 管理者

岡山河川事務所



水防センターイメージ図（倉敷市建築設計中）

避難行動、水防活動、排水発動に資する基盤等の整備

■工事の進捗状況：
○国では、令和3年度より

小田川合流点付替え事
業の南山での掘削土の
有効活用として基盤整
備に着手し、水防センタ
ー付近の基盤整備が完
成しており、引き続き、
基盤整備及び施設整備
を推進する予定です。

■河川防災ステーションの整備

河川防災ステーション基盤整備の様子

■地域住民要望を反映した活用方策の検討：
○河川防災ステーションの平常時の利活用に関する地域住

民からの要望に基づき、倉敷市では、平成29年以降、地
域住民による整備検討委員会を設置しました。

○令和3年7月の検討委員会（第6回）では、水防センター（
平常時はコミュニティハウスとして活用）のレイアウトが決
定し、鋭意、設計中です。引き続き、平常時の公園利用に
ついて協議を行う予定としています。

○令和3年11月には国、県、市により地域住民を対象とした
工事説明会（36名参加）を開催し、事業の進捗状況や今
後の工事予定について説明を行いました。

工事説明会の様子

河川防災ステーション計画地

倉敷市船穂町柳井原

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所
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情報の伝達・発信（水害リスクラインによる危険度の提供）

○令和元年９月より「水害リスクライン」による水位情報を提供し、災害の切迫感を分かりやすく伝える取
組を行っています。

○「水害リスクライン」は、河川水位と堤防高を約２００ｍ単位で評価して、河川水位が上昇したときの越
水の危険度を色別で表現します。自治体向けに提供している情報では、国管理区間のリスクライン情
報のほか、国の水位観測所の6時間先までの水位予測も確認できます。

○水位観測所毎の水位情報に比べ地先単位の川の危険度が明確となるので、自治体の水防活動への
活用や住民が迫り来る洪水の危険を自分のこととして認識し、早期避難行動につながることを期待し
ています。

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の
状況は、実際の状況と異なる場合があります。

浸水想定区域図

※破堤地点毎の浸水想定区域等が
確認できます。

カメラ画像
（ポップアップ）

●●●

観測所水位
（ポップアップ）

■水害リスクライン表示イメージ

左右岸別、上下流連続的に
地先ごとの危険度を表示

水系名 河川 観測所名 観測所数

津瀬

河田原

御休

津山

周匝

九蟠

原

金剛川 尺所

吉野川 湯郷

加茂川 高野

牧山

下牧

三野

相生橋

沖田

沖元

原尾島橋

砂川 瀬戸

宇甘川 金川

日羽

高梁

酒津

船穂

乙島

井原

矢掛

東三成

矢形橋

高梁川

小田川

吉井川

10

9

9

吉井川水系

旭川水系 旭川

百間川

高梁川

予測水位経過水位

現況水位

■水位予測を行っている観測所（自治体向け提供）

12

岡山河川事務所



情報の伝達・発信（川の防災情報を利用した出水情報の提供）

○令和３年３月にリニューアルした「川の防災情報」では、河川の水位や降雨の状況、河川カメラ画像な
ど「現在の川 の状況」や国土交通省・県・発電事業者等が管理するダムの貯水位・流入・放流の状況
などの情報を提供しています。

○また、洪水予報、水防警報、ダム放流通知などの河川に関する防災情報も表示されます。

地方別の河川の危険度
の情報を表示

【令和3年8月14日の前線による降雨と増水の状況】

GIS画面（拡大表示可能）で水位が
上昇した河川の区間や観測所を着
色表示

レーダーによる降雨状況を表示

危険度が高まった水位
観測所を表示

カメラのアイコンをクリッ
クすると選択した地点のリア
ルタイムのカメラ画像（静止
画）を確認することができます。

■河川の水位、レーダー雨量

■河川カメラ画像

■ダム情報

13

岡山河川事務所



情報の伝達・発信（県域を越えた雨量・水位情報の確認）

「観測所一覧」を選択

「河川別」を選択

「小田川」選択

広島県 岡山県

○ 「川の防災情報」では県外の雨量・水位観測所の情報も確認することができます。
○ 例えば、高梁川水系小田川では、井原市の上流部の福山市に設置されている山野水位・雨量観測

所や神石高原町の時安雨量観測所の情報を確認することができます。

雨量・水位表示（例）

水位

雨量

詳細表示画面

詳細表示画面

河川横断図

水位グラフ

水位経過表

雨量グラフ 雨量経過表

山野（水位）

山野（雨量）

「高梁川水系」選択

時安（雨量）

観測所位置図

14

岡山河川事務所



住民一人一人の避難計画（マイ・タイムライン）の普及

■マイ・タイムラインの作成支援

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所

※令和元年１０月以降、出前講座４０回の開催、約２０００人以上が受講

マイ・タイムライン出前講座

真備町住民からの意見
をまとめたヒント集

要配慮マイ・タイムライン作成サポート

 災害を我がことと捉え行動する意識を広めるため、マイ・タイムラインについての出前講座を実
施。

 出前講座で利用するマイ・タイムライン作成支援ツールセット『逃げキッド』には、平成３０年７月
西日本豪雨で真備町内の住民から避難時に役立った物、必要と感じた物などのご意見をいた
だき作成したヒント集も同封。

 また、避難時に支援を必要とする「要配慮者」の避難を、要配慮者本人とその家族、隣近所、民
生委員、福祉事業所職員等と一緒に考える『要配慮者マイ・タイムライン』作成のサポートも実施。

15



防災教育や防災知識の普及

16

■小学生を対象とした防災教育の実施

岡山河川事務所の職員が小学校５年生理科の授業を訪問し、小学生と一緒に「流れる水の働き」を学習しました。

職員による、流れる水の働きや被害を減らすための対策の説明を聞いて、小学生が築堤班、引堤班、掘削班、ダム班に分

かれて模型を作り、洪水対策前後の川の流れについて実験をしました。

小学生からは、「築堤などの対策はとても効果があった」、「川についてもっと知りたい」、「対策をしてもたくさん雨が降っ

たら溢れることもあるので避難のことも考えたい」といった意見があり、流れる水の働きや水害について理解が深まった

ようです。

▲実際の川を流れる水の働きや災害を防ぐための対策につ
いて小学生に説明する岡山河川事務所職員

▲模型実験の発表の様子

▲各班の模型。左から築堤、ダム、河道掘削の模型

岡山河川事務所



効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料の作成

■防災関係動画を公開

高梁川・小田川緊急治水対策
河川事務所

メッセージ動画

岡谷さんのマイ・タイムライン（マンガ版）

岡谷さんのマイ・タイムライン

それぞれのＤＶＤも作成

劇団を主宰するのは、俳優で介護福祉士の菅原直樹氏。
2014年に岡山県和気町にて劇団OibokkeShi設立。看板
俳優は、認知症の妻を在宅で介護する「おかじい」こと岡田忠
雄(9５歳)さん。
「老人介護の現場に演劇の知恵を、演劇の現場に老人介護
の深みを」という理念のもと、高齢者や介護者と共に作る演劇
公演や、認知症ケアに演劇的手法を取り入れたワークショップ
を実施。超高齢社会の課題を「演劇」というユニークな切り口で
アプローチするその活動は、演劇、介護のジャンルを越え、近年
多方面から注目を集める。

劇団OiBokkeShiとは

 YouTubeで防災に関わる各種動画を公開。
 要配慮者の避難について考えてもらうきっかけとするため、劇団OiBokkeShi（オイボッケシ）
協力のもと、ミニドラマ『岡谷さんのマイ・タイムライン』を作成。

 また全国各地で頻発する自然災害への教訓となるよう、被災者の方々へのインタビュー動画「平
成３０年７月豪雨 被災体験から学ぶ～後世へのメッセージ～」を５作品（１作品約１０分）作成。

 これらの動画はDVDを作成するとともに、事務所公式YouＴubeチャンネルでも公開中。

17



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

18

令和３年度 災害応急対策活動等（測量・設計） 令和３年度 災害応急対策活動等（写真撮影） 令和３年度 河川等災害応急対策活動等基本協定

令和３年度 災害応急対策活動等
（排水ポンプ車・照明車の運送及び運転操作業務）

令和３年５月１６日　～　令和４年５月１５日

会　社　名 備　考

(株)小田組 軽部基地排水ポンプ車

(株)シンケン
軽部基地排水ポンプ車、
軽部基地照明車

栄光テクノ(株) 長船基地排水ポンプ車

蜂谷工業(株) 米田基地照明車

(株)奥野組 今在家基地排水ポンプ車

三宅建設(株)
軽部基地排水ポンプ車、
軽部基地照明車

(株)荒木組 米田基地照明車

(株)笹山工業
今在家基地排水ポンプ車、
米田基地照明車

(株)三幸工務店 米田基地照明車

岡山河川事務所

地域住民の生命と財産を守るため｢災害時の応急対策に関する協定｣を締結し、災害時の迅速な活動体制を確保する。



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

19

令和3年度の災害応急対策活動については、令和3年8月14日出水によりドローンによる写真撮影を
3件、排水ポンプ車の運転対応を1件行った。

実施状況（令和３年８月１４日～１５日）

百間川分派状況撮影（8月14日撮影）

高梁川合流点状況撮影（8月14日撮影）

旭
川

小
田
川

高
梁
川

百
間
川

吉井川合流点状況撮影（8月15日撮影）

金
剛
川

吉
井
川

排水ポンプ車運転状況（赤磐市）

実施状況（令和３年８月１５日）

岡山河川事務所



排水計画（案）の作成および排水訓練の実施

■排水機場・樋門・水門等の情報共有（連絡体制など）を行い、大規模水害を想定した排水
計画を検討及び訓練の実施

20

高梁川照明車訓練（令和３年）

災害対策機械訓練状況（旭川水系訓練８月１０日、高梁川水系訓練８月６日、吉井川水系訓練８月６日）

旭川照明車訓練（令和３年）

旭川排水ポンプ車訓練（令和３年）

吉井川照明車訓練（令和３年）

吉井川排水ポンプ車訓練（令和３年）

高梁川排水ポンプ車訓練（令和３年）

岡山河川事務所

｢災害時の応急対策に関する協定｣の締結協力事業者を対象に災害対策機械の操作訓練を実施し、操作の習熟度向上を図る。



岡山県の取組状況

21



流下能力対策（堆積土の掘削や樹木の伐採）

22

■河川の流水を阻害する堆積土や繁茂樹木の除去

【現状・課題】

河道内整備事業（新ふるさとの川リフレッシュ事業）

河道掘削
（堆積土砂除去）

樹木の伐採

河道内整備のイメージ

実施前（河道阻害状況）

実施後（掘削・伐採）

河道内整備の実施例

（実施前）（実施前）

（実施後）（実施後）

・平成22年度から「ふるさとの川リフレッシュ事業」で河道掘削や樹木伐採などの河道内整備を実施してきたが、依然として対策が必要な箇所が多い。

・国の５か年加速化対策等により集中的に掘削や伐採を進めているが、洪水リスクの低減が必要な箇所について、さらなる対策が必要である。

【事業の内容】

土砂堆積や樹木繁茂により流水が阻害されている箇所について、緊急性の高い箇所から河道掘削や樹木伐採の河道内整備
を行い、氾濫リスクの軽減を図る。

・

◇事業期間 ： 令和２（２０２０）年度 ～ 令和６（２０２４）年度 ［５か年］

◇事業予算 ： ３３億円（Ｒ２～Ｒ６［５か年］） 令和３年度・・・８億円



堤防天端の保護

23

■氾濫発生時の被害を軽減する対策

【現状・課題】

堤防天端の保護

堤防天端の保護イメージ 堤防天端舗装の実施例

（実施前）（実施前）

（実施後）（実施後）

・氾濫リスクが高いにもかかわらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない区間が多くある。

・近年、頻発・激甚化する豪雨に対し、これまでの「洪水を河川内で安全に流す」施策だけで対応することの限界。

【事業の内容】
越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構造（いわゆる粘り強い構造）とするため、堤防
天端舗装を計画的に実施する。

・

◇事業期間 ： 令和１（２０１９）年度 ～ 令和３（２０２１）年度 ［３か年］

◇事業予算 ： 令和３年度・・・１７百万円

堤 防

H.W.L

アスファルト舗装

堤防天端をアスファルトで保護し、法肩部
の崩壊の進行を遅らせることにより、決壊
までの時間を少しでも延ばす

〇



中小河川では、一部を除き、洪水浸
水想定区域図を公表しておらず、水害
リスク情報の空白域が存在する。

中小河川の氾濫により浸水が想定さ
れる範囲について、洪水浸水想定区域
図を作成する。

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表（岡山県管理区間）

■ 想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表（岡山県管理区間）

洪水浸水想定区域図を、水害リスク情報として公表することにより、住民等の水
害を「我がこと」として捉える意識の醸成が進み、洪水時における円滑かつ迅速な
避難行動が促進される。

◆ 効 果

凡 例
洪水予報河川等
その他の中小河川

洪水浸水想定区域

水害リスク情報
の空白域

◆ 現状・課題

洪水予報河川等については令和３年度までに洪水浸水想定区域図を公表しているが、その他の中小河川についても浸水被害が全国

で多数発生していることから、洪水浸水想定区域図を作成し、水害リスク情報の空白域を解消・縮小する

◆ 取組内容

凡 例
洪水予報河川等
その他の中小河川

洪水浸水想定区域
洪水浸水想定区域
(その他の中小河川）

水害リスク情報
空白域の解消

24



教員を対象とした講習会の実施、小学生を対象とした防災教育の実施
効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料の作成

25

■防災パンフレット（ももたろうの防災）の改訂・配布

【目的】

本県での地震、風水害・土砂災害のリスクや、いざという時にとるべき行動、日頃からの備えなど、災

害から身を守るために知っておきたい防災の基礎知識をイラストで分かりやすく紹介。

【内容】

・令和３年５月に災害対策基本法が改正され、避難情報が変更されたことを踏まえ改定。

・一般の方向けの「本編」、子ども向けの「子どもの防災」、

高齢者や障害のある人の支援者向けの「要配慮者の防災」を作成

・データは危機管理課ＨＰで公開

【内容】

・岡山県内の全小学校（３９９校）に防災ワークシートを配布

・低・中・高学年ごとに、大雨編２種類、地震編２種類の４種類、計１２種類のワークシートを作成

・指導要領も作成し学校に配布することにより、授業等で活用しやすいように努めている。

・朝学習の時間での説明の他、学級活動や避難訓練に活用されている。

・データは危機管理課ＨＰで公開

【効果】

・地域の防災研修等での活用 ・各学校での防災教育、防災講座での活用

・県庁・県民局での配布による各世帯での防災意識向上

【効果】
・各学校での防災教育、防災講座での活用 ・家族で防災について話し合う機会として活用

【目的】

小学生向けに防災ワークシートを作成し、幼少期から防災について学校で学ぶ機会を設けるとともに、

持ち帰って家族で話し合うことにより、家庭での防災の取組を進める。
岡山県危
機管理課
のＨＰから
ダウンロー

ド可能

岡山県危
機管理課
のＨＰから
ダウンロー

ド可能

本編

低学年用

■防災ワークシートの拡充及び県内小学校への配付



災害を風化させないために河川に関するイベントや防災訓練等を実施して、
住民が河川や堤防に関心を持つ取組を積極的に行う

26

■災害復旧教室の開催（砂川）

平成３０年７月豪雨で堤防が決壊し、多くの家屋が浸水被害を受けた砂川において、将来を担う地元
小学校の５、６年生を対象に災害復旧教室を開催した。

《内容》

・平成３０年７月豪雨で岡山県が受けた被害の状況や砂川の堤防決壊、その復旧について

・家庭でできる防災について

災害復旧教室 災害復旧教室 小学校の倉庫にある備蓄品



令和３年１０月３０日、今在家河川防災ステーション（岡山市中区）にて、「岡山県水防技術講習会」
を開催し、消防団員等２７名により、水防工法の演習等を行いました。

また、本講習会へは、自主防災組織の方々も参加し、水防活動への理解を深めました。

改良積み土のう工法

自主防災組織による見学

講義

ロープワーク

シート張り工法

月の輪工法

関係機関が連携し新型コロナウイルスを踏まえた（令和3年度～）実働水防訓練の実施

■実働水防訓練の実施
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市町村等の取組状況
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応急的な避難場所の確保

■氾濫時における緊急時の避難場所の確保

倉敷市

 洪水浸水想定地区において、市街地再開発事業で整備される市民交流施設及び市営駐
車場を、氾濫時における緊急時の避難場所として利用。（令和３年度より運用開始）

市街地再開発

倉敷駅

想定浸水深 約１．４ｍ

洪水ハザードマップ

南館 ２～４階 １８３台

緊急時の避難場所となる市民交流施設

あちてらす倉敷南館２階 約２２０㎡
（男性･女性・みんなのトイレ、授乳室）

車での避難が可能な市営駐車場（立体）
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教員を対象とした講習会の実施・小学生を対象とした防災教育の実施

■小学生を対象とした防災教育の実施

倉敷市

 倉敷市内の小学校（３年生、5年生）で防災教育を実施。

 通学路の防災に関する安全マップの作成や、マイ・タイムラインの作成を通じて、自分で考え、自
分の判断で災害に応じた適切な避難行動をとれるようにすることが目的。

・マイ・タイムライン作成時には、ハザードマップを確認し、浸水想定区域外への避難や、家族構成等を考慮した
早めの避難を促すよう指導を工夫した。また、災害の状況に応じて臨機応変に行動できるよう指導した。

・マイ・タイムライン作成後、家庭に持ち帰り、家族会議を開いて災害時の行動について共有した。その後、家
庭学習の課題として実際に設定した避難場所まで避難したり、作成したマイ・タイムラインを家族で見直したり
等、家族と共に防災について考える機会を設定するようにした。

・参観日等でマイ・タイムライン作成の授業を実施し、保護者への啓発活動を行い家庭の防災力向上を図った。

・取組は、令和２年度から実施
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河川水位やライブカメラの情報をリアルタイムで提供

■倉敷防災ポータルによる情報発信

倉敷市

令和2年8月より運用開始

 防災に関する情報を集約した専用のポータルサイトを作成し、リアルタイムで気象・観測情報や
避難発令、避難所開設、被害に関する情報を提供することで、状況に応じた適切な避難行動を
とれるようにすることを目的とした。

・雨量
・河川水位
・河川カメラ

観測情報

災害対策本部

被害情報

避難発令

避難所開設

警報・注意報

道路交通規制情報について （通行止め情報）

ハザードマップ 土砂災害
浸水想定

防災関連情報

URL:https://bousai-portal.city.kurashiki.okayama.jp/

観測数値でアイコンが変化し、詳細な数値も確認可能

避難発令や避難所開設などの緊急情報を表示

被害に関する情報をリアルタイムに提供

気象庁からの警報・注意報に関する情報を表示

災害や防災に関する様々な情報を地図上で確認

スマートフォンや外国語に対応
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スマートフォン等へのプッシュ型洪水情報等の発信 笠岡市

 普及率が高い携帯電話，スマートフォン等にメール，ＬＩＮＥで災害情報等を配信し， より多く
の市民に正確かつ迅速に災害情報を伝え，適切な避難行動に繋げることを目指している。

【LINE配信サービス啓発チラシ】
【緊急情報メール啓発チラシ】

【出前講座での登録会】

【出前講座での啓発】

■防災メールの普及啓発
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内水の排水活動に資する基盤等の整備

■排水ポンプ場の整備

排水ポンプ場の整備について

【目的】
雨水幹線等からの排水先となる河川水位が上昇した際に発生する

内水氾濫対策のため、流末水路に排水ポンプ場を整備し内水の排除
を行う。

【概要】
○既設の排水ポンプ場４箇所に加え、新たに３箇所にポンプ場整

備を開始。
既設のポンプ場についても、過去の水害を鑑み、ポンプの増設
を行う。

⇒新設ポンプ場は２基完成、１基は令和４年度完成予定。
既設ポンプの増設完了。

【諸元】
○西町下水路排水ポンプ（西江原町雄神地内）[R3.7竣工] 

13㎥/min （6.5×2基）
○伊賀寺１号雨水幹線排水ポンプ（高屋町曲り地内）[R3.11竣工]

30㎥/min （15×2基）
○首高排水ポンプ（西江原町栢戸地内）[R3.8増設]

6㎥/min 能力向上 ⇒ 21㎥/min

西町下水路排水ポンプ
（西江原町雄神地内）

伊賀寺１号雨水幹線排水ポンプ
（高屋町曲り地内）

首高排水ポンプ
（西江原町栢戸地内）
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避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

■北部備蓄拠点防災倉庫の整備

総社市シンボル
マーク

令和３年８月２３日整備
・食料、飲料水、生活用品、感染症対策、水防資材、
電気関係、救助資材を備蓄。
・地元復興委員や自主防災組織、消防団、
地域づくり協議会等に対する説明会も実施。

設置場所：総社市消防署昭和出張所地内
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教員を対象とした講習会の実施、小学生を対象とした防災教育の実施

■マイ・タイムラインの作成等の防災教育の実施

➢ 令和3年3月～１２月に、高梁青年会議所との協働により、小学校４校・中学校４校で実施。
（延べ参加者297名）今後も継続して実施予定。

マイ・タイムライン作成とともに、簡易ベッドや
間仕切りパーテーションの組立て、避難所での
生活の疑似体験も行った。

参加した児童・生徒からは、「災害が発生しそうな
時は、今日学んだことを活かしていきたい」、「自分
の命は自分で守れるようにしたい」 、「避難する時
は、今回のマイ・タイムラインを使って、冷静に避難
したい」などの感想があった。

高梁市では令和元年度から「マイ・タイムライン講習会」を実施し、令和2年度には土砂災害の内容を
加えた改良版を作成。

【マイ・タイムライン作成の様子】

【間仕切りパーテーションを組み立てての疑似体験】

【活動実績】
R3. 3.  9 福地小学校 5名（5～6年生）
R3.  6.22 有漢東小学校 25名（3～6年生）
R3.  6.25 有漢西小学校 21名（5～6年生）
R3.  6.29 高梁北中学校 10名（2年生）
R3.  7.15 高梁東中学校 42名（1～3年生）
R3.10.12 川面小学校 ５５名（全校児童）
R3.10.18 川上中学校 ４０名（全校生徒）
R3.12.  7 高梁中学校 99名（2年生）
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効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料の作成

■広報誌、市HP、メディア等を活用した防災知識の普及

新見市シンボル
マーク

 市報にいみ６月号で、災害への心構えや災害に関する情報収集の手段、地域防災の推進、避難情報の変更
など、防災知識の普及を図る特集を掲載。

 市ホームページに、気象情報や観測情報等防災情報をお知らせする「防災関連リンク集」のバナーを設置。
 避難情報の変更に関する行政放送番組を制作し、地元ケーブルテレビ、ＹｏｕＴｕｂｅの市公式チャンネルで
公開。

【市報にいみ６月号】 【市ホームページ】 【気象情報・観測情報】

○おかやま防災ポータル
（雨量や水位などの観測情報、

気象情報など）

○国土交通省 川の水位情報
（河川の水位、河川監視カメラ）

○気象庁ホームページ
（気象・地震情報および災害危険度
分布情報（キキクル））

○岡山県土砂災害危険度情報
（土砂災害発生の危険度を示すメッ

シュ情報）

【地図情報】

○おかやま全県統合型GIS
（土砂災害警戒区域や浸水想定区
域などの地図情報）

○国土交通省ハザードマップ
ポータルサイト
（全国のハザードマップの閲覧など）

等

市ホームページに
防災関連リンク集のバナーを令和３年７
月から設けた。

毎年出水期前には、防災に関
する特集を市報に掲載している。
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防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布

37

高齢者が多く集まる老人大学の講座として、大雨や台風など
の災害を想定し避難計画の作成として要配慮者タイムラインを
体験してもらった。

市ハザードマップを基に、自宅から指定避難所までの災害リ
スクを確認し、防災情報の取得方法や警戒レベルによる避難
行動と分散避難などの避難方法の重要性を説明し、防災意識
の高揚と災害時における判断の重要性について参加者間での
意識共有を図った。

・防災ラジオの配布

防災情報の伝達手段の多様化を推進するため、公共施設、学校、介護施設、自主防災組織等に配布している。

・情報伝達システムの整備

防災行政無線、情報配信システムの導入に向けた事業着手。

■防災ラジオ等の配布、情報伝達システムの更新

水防災に関する説明会、
出前講座を活用した講習会の開催

自主防災組織が中心となり、地域にある防災重点農
業用ため池と河川について、過去の災害史を踏まえ、浸
水想定エリア内の複数町内会を対象とした防災まちあ
るきを支援し、防災意識の高揚と地域連携の強化を
図った。

■地域の災害の歴史

ｖ

■老人大学での防災講座

ｖ



小学生を対象とした防災教育の実施

■小学生を対象とした防災教育の実施

管内図

早島小学校
対象：5年生 計122人

早島小学校では、５年生の総合教育として通年で防災教育を行っており、７月に気仙
沼市立階上小学校とオンラインでの防災交流授業を実施しました。階上小学校では、
地域と連携した防災訓練や地域ごとの防災マップ作りなどを行っていることを知り、生
徒たちは、早島小学校が避難所になった場合を想定した教室の配置などの対策を考
えるなど、防災意識を高めるきっかけとなりました。

また、１０月には避難所運営ゲーム、１２月には実際の避難所運営に関する講話の
聴講や段ボールベッドの組立を体験しました。体験を通じて、避難所運営には人手が
必要なこと、快適に生活するためにはある程度のスペースが必要なこと、食料品や生
活必需品、段ボールベッドなどの物資が必要なことなどを学びました。

このような課題の解決に向け、後日グループで対策を検討し、発表を行いました。

気仙沼市立階上小学校との
オンラインでの交流授業の様子

段ボールベッド組立の様子

避難所運営ゲームの様子
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水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

39

■自主防災会が実施する避難訓練時に水防災に関する説明会を実施

大雨による河川氾濫や土砂災害を想定した避難訓練にあわせて地域の危険要因などを説明

【目的】
地域の中小河川が氾濫した際に生じる地域の影響を知る。
地域の危険箇所の現状を知る。

地域の危険箇所の現状を把握するだけでなく、過去からの地形
の変化等を知り、現在の危険箇所への対応方針を考える。
共助の必要性を考える。

【特徴】
①ハザードマップから危険箇所を振り返る。
②過去から現在までの地形の変遷を知る。
③過去の災害を振り返る。
④標高から地域の危険性を考える。
⑤地域の中小河川の流れや氾濫した場合の危険性を考える。
⑥共助の必要性と平常時の河川管理について考える。

標高から考える

＜資料の一例＞



■避難訓練の実施

日時：令和３年１２月１１日（土）避難訓練
訓練概要
（1）対象者 個別避難計画が完成した避難行動要支援者

及びその支援者
（2）訓練想定 大雨

9：30高齢者等避難発令
10：40避難指示発令

（3）避難先 指定避難所（美川小学校）
（4）内容 ①避難行動要支援者の避難

②地域住民による要支援者の避難支援
③避難所における避難者の受付及び誘導

（5）参考
岡山県地区防災計画等作成推進協議会のモデル事業を令和

3年度実施し，個別避難計画の作成取組んだ。個別避難計画
の作成が完成したため，避難訓練を実施した。

↑避難訓練の様子

災害を風化させないために河川に関するイベントや防災訓練等を実施して、
住民が河川や堤防に関心を持つ取組を積極的に行う
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 新成羽川ダムでは、従前の事前放流実施要領により降雨予測基準（110㎜以上）および予測最大
流入量基準（1,100ｍ3/s）を２回確認した３ケースにおいて事前放流を実施。

 帝釈川ダムでは、事前放流ガイドラインにより降雨予測基準（90㎜／6ｈ）を確認した１ケースについ
て事前放流を実施。

ダム再生の推進（操作規則の再検討、治水機能の増強の検討） 中国電力

（洪水吐ゲート６門）

発電所（発電機4台）

ここから発電しながら水を流
してダム水位を低下させます。

事前放流による治水協力

事前放流 降雨による放流
満水位

発電所

洪水吐ゲート

水位低下

ダム

（最大で30時間程度）

ダム水位を低下

時間→

時間→

放流量
低減

←

ダ
ム
水
位

←

ダ
ム
流
量

凡 例
：流入量（ﾀﾞﾑに入ってくる水量)

：放流量（今までの操作方法）
：放流量（事前放流）
：ダム水位（今までの操作方法）

：ダム水位（事前放流）

ダムに入ってくる水を貯めて，
ダムからの放流量を減らします。

事前放流のイメージ

事前放流で水位を下げます。

水位低下

実施日 事前放流実施概要

７月７日 ・事前放流開始時刻およびダム水位
7日 5:00 ＥＬ230.74m

・事前放流終了時刻およびダム水位
7日15:30 ＥＬ227.92m

・事前放流による確保容量
8,738千ｍ３／ｓ

8月12日 ・事前放流開始時刻およびダム水位
12日 17:00 ＥＬ229.80m

・事前放流終了時刻およびダム水位
14日 6:00 ＥＬ229.10m

・事前放流による確保容量
12,274千ｍ３／ｓ

8月17日 ・事前放流開始時刻およびダム水位
17日 14:00 ＥＬ229.64m

・事前放流終了時刻およびダム水位
17日18:00 ＥＬ228.81m

・事前放流による確保容量
2,567千ｍ３／ｓ

○新成羽川ダムは発電放流を400m3/sに引き上げて事前放流を実施し水位を低下させます。

○帝釈川ダムは発電放流を10m3/sに引き上げて事前放流を実施し水位を低下させます。

※１ 新成羽川ダム以外のダムでは、「事前放流ガイドライン」に基づく事前放流の運用。
新成羽川ダムは，「事前放流ガイドライン」にある「既に事前放流の実施要領等を
定めて行っているダム」として従前の事前放流の運用を継続している。

実施日 事前放流実施概要

９月１６日 ・事前放流開始時刻およびダム水位
16日 20:00 ＥＬ363.00m

・事前放流終了時刻およびダム水位
17日 1:10 ＥＬ362.81m

・事前放流による確保容量
104千ｍ３／ｓ

新成羽川ダム

帝釈川ダム

【新成羽川ダムの例】
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ダム再生の推進（操作規則の再検討、治水機能の増強の検討）

令和２年度に引き続き、洪水に備え貯水位を低下させ空き容量を確保する運用（低水管理）を実施。
令和3年の洪水（ダム流入量 90m3/s以上）は、８／１３～８／１５に発生し、最大流入量約270m3/sに達したが、

約210万m3の洪水をダムに貯留したことで河川の洪水対策に貢献した。
なお、8月25日～10月2０日の台風時期に基準降雨量（140mm/6h）を超える降雨が予測された場合には、事前

放流を併せ行う計画としていたものの、該当する基準には到達せず事前放流は実施しなかった。

令和3年度 小阪部川ダムの運用と実績【中国四国農政局】
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洪水吐
ゲート

標高
m

6/22～7/31

246.82m

8/8～9/30

243.29m

8/25～10/20

（事前放流の期間）

かんがい期間：6/15～9/23

：低水管理目標水位
：事前放流限度水位
：R３実績水位

▽常時満水位 250.00m

▽洪水吐下端標高 244.00m

空き容量の確保

雨量
(mm)

150mm

100mm

50mm

日雨量(mm)

小坂部川ダム貯水位の運用状況等

約210万m3の
洪水を貯留

高梁川水系出水期：6/16～10/20

※今後のダム貯水位は工事実施状況等による

●洪水発生日

8月13日 192.16 m3/s 179.95 m3/s

８月14～15日 273.10 m3/s 249.94 m3/s

最大流入量 最大放流量
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■ダムの事前放流等の実施



危険レベルの統一化等による災害情報の充実と整理
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■提供日時：令和3年6月17日
■実施機関：気象庁
■概要：線状降水帯の予測精度向上の取組を順次進め、線状降水帯による集中豪雨の情報を段階的に提供することで、国民ひ
とりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく。

■線状降水帯に関する情報提供と予測精度向上

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office



水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催
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■開催日時：令和3年6月9日 14：00～14：50
■実施機関：岡山地方気象台
■受講者：169名（倉敷鷲羽高等学校2年生と教職員）
■開催場所：オンライン
■概要：
○自然災害から命を守るために知っておくべき知識の習得の
ため。
○説明の後、クイズ（ワークシート地球温暖化による最近の気
象状況の変化や、防災気象情報の取得方法や活用方法につ
いて理解していただきました。

■受講を終えての受講者（高校2年生）の感想
○避難場所を確認し、ハザードマップを利用していきたい。
○キキクルを利用していきたい。
〇自然災害の怖さが分かった。
〇防災訓練にきちんと取り組みたい。

■高校生を対象とした防災教育の実施

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office


